
金と南宋
北方民族国家の金が南下し、
1127年に宋 (北宋)を滅ぼす。
宋の皇帝徽宗 (きそう)の子、
高宗 (こ うそう)は江南の臨安
に逃れ、宋 (南宋)を再興した。
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五
代
の
後
晋
か
ら
燕
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十
六
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割
譲
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あ
と
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に
も
迫
り
、
毎
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銀
や
絹
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贈
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こ
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来
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。
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本
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朝
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間
で
は
私
貿
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も
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か
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と
な
り
、
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本
の
平

氏
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権
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貿
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で
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文
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。
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。
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ル
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北
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南

下
し
て
西
夏
、
金
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ば
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い
に
南
宋
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の
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込
む
こ
と
に
な
る
。

口）
赫蹴

ロサ
脚］

炒
Ⅷ

常

中
　
・
３
孫
麒

鮮
卑
の
日
、北
魏
が
華
北
を
統
丁
∃

封

器
　

目
）
　

　

燦
勢

難
　
鼎
　
　
　
日
）

団
経
（ウ
イ
グ
と
　
　
目
↓
）

鼻
　
雛
　
　
　
日
ψ

彙

期
　
　
　
　
　
　
金

女
真
の
国
、
金
が
華
北
を
制
し
た
し

南
宋

魏
古こ
Ｔ
ン
ゴ
ル
）　
　
　
　
　
　
刑

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
フ
ビ
ラ
イ
が
建
て
た
中
国
Ｉ
朝
Ｌ

難
批

，
夕
！
と
　
口
ψ

　
　
　
鵬

ヌ
ル
ハ
チ
に
始
ま
る
女
真

（満
州
人
）
の
ｌｉ
朝
Ｊ

彙

戴
　
　
　
　
　
　
　
胤

北
方
民
族
の
王
朝
　
　
　
漢
民
族
の
王
朝

南
朝

Key

53   W° rd

南宋は金との戦いの末、領土

を北宋に比べ半減させるとい

う屈辱的な和議を結ぶ。しかし、

豊かな江南を確保したため、

経済的には繁栄した。

日
宋

四
南
宋

圧山の戦い

南宋が元軍によって滅ぼされ

た戦い。重臣の陸秀夫 (り く

しゅう31)は 幼い帝を背負つ

て自害し、南宋は滅んだ。


